






















一一シンポジウム r21 世紀に お け る学術の展望J の開会に あ た っ て一一
専修大学今村法律研究室長
法学部教授 家永 又E乙主主
本日は， 専修大学社会科学研究所， 法学研究所， 今村法律研究室および日本学術
会議 ・ 日本の展望委員会共催のシンポジウ ム121世紀における学術の展望」にご来
場いただき， 有難うございます。
また， 今回のシンポジウ ム開催に当たり労をおとりいただいた本学法学部教授広
渡清吾先生， および参加をご快諾いただき， 本日ご講演をいただく諸先生に， 主催
者を代表して御礼申し上げます。
開会のご挨拶として， 専修大学で このようなシンポジウ ムを開催する意義につい
て， 私なりの感想を述べさせていただきます。





専修大学は， 今から131年前の明治13 (1880)年に， 法律と経済を専門に教授する




初期の本学の卒業生たちは， 他の専門学校の卒業生たちと同様に， 代言人， 判任
官， あるいは地方官僚となる者が多かったようですが， やがて産業の発展とともに
法科よりは経済が主流となり， 卒業生の多くも民間に進むようになりました。
その後， 大正9 (1920)年の大学令に伴い， 本学も大正11年に正式に専修大学と




最高の学術技芸を授ける所でなくてはならぬ。 …… 併ながら， 総ての日本の大学を，
其の通りにせぬならぬと云ふことはない。 慶鷹大学の如き， 早稲田大学の如き， 又















きく方向を変えつつあります。 そのような中で， 現在， 本学は21世紀のビジョンと
して 「社会知性の開発」を掲げているのですが， その意味， ひいては本学の存在意











天野郁夫『大学の誕生(上)帝国大学の時代. (下)大学への挑戦j (中公新書. 2009年)
筒井清忠『日本型「教養」の運命一一歴史社会学的考察j (岩波現代文庫. 2009年)
新渡戸稲造『自警録一一心のもちかたj (講談社学術文庫. 1982年)
本田由紀『教育の職業的意義一一若者. 学校， 社会をつなぐj (ちくま新書. 2009年)
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